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画像処理マイコンカーの研究

結 果

考 察

センサが読み取る位置を増やすことができれば安定性とスピードが上がりそうだ。

また、韋駄天２号は基本キットのままの車体だったので来年は車体も改良してさらにス
ピードを上げてほしい。

夏休みに北陵高校で行
われたカメラクラスの講
習会に参加し、マイコン
カーのプログラミングに
関する基本的な知識を学
んだ。講習会で基本のサ
ンプルプログラムが配布
された。それを元に私た
ちの車体に合わせて
サーボセンターやモー
ターの出力値などを調整
し、安定して走行できるよ
うになるまでプログラム
の調整を繰り返し行った。

経 過

目 的

方 法

レーンチェンジやカーブなどでコースアウトすることが多かったの
で、そこをカメラがどのように読み取っているのかをTera Termや
Excelを使って確認しつつ、e2studioでプログラムの細かい調整を
行った。

電子情報科で３年間を通してC言語を使ったプログラミングを学
んできたため、C言語を使ってプログラミングするマイコンカーに
興味を持った。そのなかでも、昨年から正式に競技が始まり、
先輩方が全国大会出場を果たしたカメラクラスで私たちも全国
大会に出場したいと思った。

背 景

プログラミング技術の向上と繰り返しプログラムの調整を行うこ
とによって昨年よりタイムをあげる。

記録会に参加した高校生のうち、完走
できたのは県立工業の韋駄天２号だけ
だった。
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